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Automaticアrelephone Conllnunication Operating




In recent years, many people have used a micrO―computer as a teminal of a large―sized
computer in distance place  There is such an use of the large―sized cornputer as uses a public
telephone circuit,in wvhich it is needful to connect the Hlicro―computer o an a oustic coupler
ln this case,however,a telephone communication operation is complicated
ln this paper,I rnention the device,named Automatic Telephone CommunicatiOn Operating
Apparatus, 、lhich makes the telephOne communication operation autOmatic.  This device is
controlled by the■licrO―cOmputer
1. `よじめ に
情報サービス機関の発達によって,多くの情
報が色たな手段で入手可能になってきた。この
情報サービス機関は,大型コンピュータを利用
して多種多様な情報を整理・管理し,必要に応
じて,公衆電話回線と連結し,我々 に情報を提
供してくれる。
遠隔地において,情報サービス機関を利用す
る方法の一つとして,マイコンを端末機に利用
する方法がある。現在まで,マイコンと公衆電
話回線を用いて大型コンピュータを利用する場
合の手順は,まず,情報サービス機関に電話を
かけ,受信音の確認をする。次いで,音響カプ
ラに,受話器を入れてマイコンを用いて交信す
る。
しかし, この交信までの手順では,受話器を
カプラに取 り付ける場合に雑音を招きトラブル
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を起し易い。又,短時間に頻繁に使用する場合,
通話までの操作が繁雑になる。それゆえ, この
通話操作をマイコンのキーボードからの指令に
よって行なわせる電話機の自動通話操作装置が
望まれていた。
以前に,SENACl)に報告した電話機の自動操
作装置は,図1に示すように,直接電話機に作
動する動作部とそれを制御する制御部から構成
したものであった。この装置は,使用するにあ
たって二つの制約がある。第 1の制約としてダ
イヤルサービス付プッシュホンを使用しなけれ
ばならない。第 2に,プッシュホンに記憶させ
た二か所の電話番号にのみ,通話を可能にする
ということである。
本論文では,これら二つの制約を改良して,電
話機にダイヤルサービス無しプッシュホンを用
い,多数の情報サービス機関の電話番号を, マ
イコンの記1臆装置であるフロッピーディスクに
登録することによって, より汎用性をもたせた
自動通話操作装置について述べる。
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